
単純炭酸泉　Einfache Säuerlinge，Simple 
carbondioxated springs

単純炭酸泉とは水千分中に遊離炭酸（CO2）1分
以上を含有し，固形成分の含有が 1分に充たない
ものをいう．
鉱泉 1.0 kg中に 1.0 gの遊離炭酸を含有する時こ

の炭酸ガスを容積にて表すと次のようになる．
摂氏 0度 506cc

10度 525cc
20度 543cc
30度 562cc

即ち単純炭酸泉とは換言すれば鉱泉 1.0 kg中に
遊離炭酸を約 500 cc以上含有するものをいうもの
で，即ち約 50容量パーセント以上の遊離炭酸を含
有するものである．しかもその固形成分の含有は
鉱泉 1.0 kg中に 1.0 g以下であるから，この単純炭
酸泉は勿論低張鉱泉Hypotonische Quelleに属する．
加藤武夫教授によると炭酸泉は火山活動の最末

期を代表するものでこの炭酸ガスも地下深い所に
ある岩漿Magmaから発生するものである．之に反
し遊離の硫酸や塩酸等を含む酸性泉は地下の比較
的近いところにある岩漿溜の沸騰現象の産物であ
るから活火山地方に多く湧出する．それで火山国
である我国には旧大陸たる欧州諸国に比較して一
般に単純炭酸泉は少く酸性泉が多く湧出している．
例えば単純炭酸泉は欧州でも特にドイツのアイフ
ェル地方 Eifelとラーヘル湖 Laacher Seeの周囲や
マリエンバードとカルルスバード付近には多数の
単純炭酸泉が湧出している．しかし我国にも少数
ながらこの単純炭酸泉は湧出していて，昔から
「泡の湯」と称されているものは多くは炭酸泉であ
る．即ち之は炭酸泉に入浴する時は温泉の遊離炭

酸の気泡が入浴者の皮膚に無数の泡となって付着
するためである．又有馬温泉の炭酸泉は昔「鉄砲
水」と称されていたが之はこの炭酸泉を瓶の中に
入れて栓をすると栓は炭酸ガスのためにあたかも
鉄砲の玉の如く飛ばされるためである．又有馬温
泉は鳥地獄や虫地獄等と称されている所があるが
この付近には鳥や虫類の死骸が時々認められる．
即ちこの穴には地中から遊離の炭酸ガスやその他
のガスが噴出しているため鳥類や虫類が，炭酸ガ
スのため窒息するものである．又炭酸ガス発生量
の多いドイツのノイエンアール温泉近郊のアポリ
ナーリス鉱泉には食卓鉱泉として多数の炭酸泉の
瓶詰を製造している大規模の工場があるがその鉱
泉湧出地には多量の炭酸ガスが噴出しているため
我々もここには 2～ 3分間以上留まることができな
い．

単純炭酸泉の浴療法　\Ässere Anwendung der
einfachen Säuerlinge

単純炭酸泉は欧米に於ては好んで飲用療法に応
用されているが，之と同時に盛んに浴療法にも応
用されていわゆる天然炭酸泉浴 N a t ü r l i c h e
Kohlensäurebäderが行われている．ことにこの炭
酸泉浴は欧米に於ては心臓泉（心臓の湯）
Herzheilbadとして一般に賞用されているが，之は
1870～ 1880年の頃ドイツの食塩含有炭酸泉である
バードナウハイム Bad Nauheimの温泉医が心臓弁
膜症のあるリウマチ患者にこの炭酸泉浴を試みて
非常な効果があった経験的事実によって心臓疾患
に有効なことが初めて明らかとなったものである．
我国でもこの炭酸泉は昔から浴用に供されてい
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て，従来民間に於ては「泡の湯」と称されていた．
入浴の際に入浴者の皮膚に炭酸ガスの小気泡が無
数の泡となって付着するため「泡の湯」と称され
たものである．炭酸泉は地中から地上に湧出する
と溶解していた炭酸ガスの大部分は遊離して散逸
するものである．ことに高温度の炭酸泉にあって
はこの炭酸ガスの散逸が著しい．
炭酸泉浴の作用は主として浴水中の炭酸ガスの

作用によるもので，炭酸泉浴をとるとその浴水中
に浸っている体表の皮膚毛細管は拡張されて，そ
の皮膚は著明な鮮紅色を呈し，浴水の温度が比較
的低くとも炭酸泉浴の場合には自覚的に却って温
かく感ずる．即ち炭酸泉浴の不感温度は淡水より
低く摂氏 32度であると称されている．それで欧州
では炭酸泉浴の場合には一般に摂氏 30～ 34度の浴
温の炭酸泉浴が応用されているが，この場合にも
入浴者は殆ど冷たいとは感じないで全身にわたっ
て爽快な温感を与える．入浴の直後に多少の悪寒
を感じてもこの悪寒は間もなく消失し，やがて爽
快な温感を感ずるようになる．一般に我々日本人
が入浴して沐浴の爽快感を感ずるのは摂氏 42～ 43
度であって，炭酸泉以外では摂氏 34度位の沐浴で
は日本人は決して爽快感は感じられないでむしろ
不快な冷感と悪寒を覚える．しかしこのような摂
氏 33～ 34度の低温でも爽快な温感を感ずるのがこ
の炭酸泉浴の特徴である．
この炭酸泉浴をとった場合炭酸ガスの皮膚血管

に及ぼす影響は毛細管顕微鏡写真によって明瞭に
観察することができる．即ち皮膚の毛細血管は炭
酸泉浴によって著明に拡張するもので，浴前には
殆ど見えなかった細い毛細血管も炭酸泉浴後には
著明に拡張してよく見える様になり浴前に比較し
て多数の毛細血管が観察できる．ことにこの皮膚
の毛細血管像は肉眼よりも写真によって確実に証
明することができる．例えば L. Fischerによると一
視野に浴前に 12～ 15本の細い毛細血管が見られた
が炭酸泉浴後には拡張した 30～ 40本の毛細血管が
証明されたという．
炭酸泉に入浴すると皮膚表面の毳毛発生部には

無数の小さな炭酸ガスの気泡が付着することが特
有であって，このため本邦でも昔から之を泡の湯
と称していた．即ち温度の低い炭酸泉浴が我々に
冷感を与えないのはこのように小さな無数の炭酸
ガス気泡が冷たい水と皮膚との間に介在している
ため冷感を感じさせないと称されていた．即ち炭
酸ガス自身は皮膚に特有の温感を与えるものであ
って特に摂氏 33～ 34度の炭酸ガス自身は同温度の
淡水と異なって皮膚に著明な温感を与えるもので
ある．しかも炭酸泉浴は温度が低いほど効果があ

るものであって普通炭酸泉浴は摂氏 33度又は 34度
の浴温で行われる．しかし本邦人では炭酸泉浴の
場合にも普通の沐浴のように西洋人よりも幾分高
い浴温が応用される．入浴時間は通常 10～ 15分で
ある．しかし心臓機能不全の未だ充分回復しない
患者ではことに初めには周到な注意を以て先ず 5
分間から炭酸泉浴を試みなければならない．そし
て患者が慣れるに従ってその入浴時間をだんだん
と延長する．又心臓機能が充分回復しない患者に
は炭酸泉浴と同時に必ず薬物療法として適当な強
心剤の投与が必要である．入浴の時間は食間が最
もよいがことに心臓疾患の患者は決して空腹時に
炭酸泉浴を行ってはならない．又心臓疾患の患者
では炭酸泉浴の後に必ず浴室内に設けたベッド又
はソファーの上に少なくとも 20～ 30分間静臥して
休息しなければならない．その後自分のベッドに
帰ってからも 1～ 2時間は安臥をとるのがよい．シ
ュッツ Schützは心臓疾患の患者の入浴の場合には
入浴前にも必ず暫く安静にしていなければならな
いといっている．その他天然の炭酸泉浴のみなら
ず人工炭酸泉浴でもその浴室内には炭酸ガスの鬱
積しないように浴室内の通風をよくしなければな
らない．炭酸泉浴は患者に於ては毎日 1回づつ 20
日又は 25日間の入浴が必要とされている．勿論 12
日間以内の短期間ではその効果は期待されぬとい
われている．又心臓疾患の患者の入浴は通常我々
医家が之を禁忌としているものであるから患者の
容態によって入浴を充分監督しなければならない
もので最初は隔日に入浴させる．心臓疾患の患者
に 1日数回入浴させるようなことは勿論有害であ
る．例えば本邦の温泉に於て在来行われている民
間の温泉療養の習慣のように 1日数回入浴するよ
うなことはことに心臓疾患の場合には全く禁忌で
ある．ジーベック教授 Richrd Siebeckによれば心
臓疾患の患者の治療法として温泉療法の如きはむ
しろ二義的に属するものであって最も必要なのは
安静療法であり，この安静療法の後に適当な心臓
の練習療法 Trainingとして温泉療法に於て炭酸泉
浴試みるものであるという．実際に於てもまた温
泉療法では炭酸泉浴を心臓の練習療法として行っ
ているものである．ジーベック教授は炭酸泉浴が
このように心臓疾患の場合に心臓の練習療法とし
て適当なるゆえんは炭酸泉浴に於ては，その温度
や沐浴時間又は炭酸ガスの含有量等を極めて正確
に調節することにができるためであり，又ことに
ナウハイム温泉等に於ては非常に完備した医療的
施設があるからであるといっている．
即ち炭酸泉浴は心臓疾患に対して決して強心剤

でもなく又その特殊療法でもないもので，我々は

単純炭酸泉の浴療法と飲用療法
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この炭酸泉浴を心臓の練習療法 Trainingとして治
療上に利用するものであることを忘れてはならな
い．高安教授も循環器疾患ことに心臓疾患に対し
て炭酸泉浴が効果のあることをみとめておられる．
このように炭酸泉浴が心臓の練習療法として応

用されるのは炭酸泉の循環系統に及ぼす作用を利
用したものであって，この方面の研究は欧州に於
てことにナウハイム温泉に於て盛んに行われてい
る．又炭酸泉浴の場合に炭酸ガスが入浴者の皮膚
を透過して吸収されることは既に周知の事実であ
るが，この炭酸ガスは又温泉の含有する他の成分
の皮膚透過性を著しく高めるものである．例えば
ドイツの炭酸含有放射能泉であるバードブランバ
ッハのラヂウムエマナチオンを多量に含有する鉱
泉に入浴する時は炭酸ガスが共存するためにラヂ
ウムエマナチオンの皮膚透過量は著明に増加する
という．このエマナチオンやその他の成分の皮膚
透過量が増加するのは恐らく炭酸ガスのため皮膚
が著明に充血するためである．
又炭酸泉浴は腎臓に対しても作用するものでこ

の際利尿は一般に増加する．即ち腎臓の血管は皮
膚の血管と並行して，或るいは拡張し，或るいは
縮小するため炭酸泉浴療法の場合には皮膚の血管
と同様に腎臓の血管も拡張して腎臓の血液循環を
促すため利尿作用も著しく大となる．勿論この際
皮膚や呼吸器から吸収される炭酸ガスの作用もあ
ることを考慮しなければならない．しかし，とに
かく炭酸泉は之を飲用する場合のみならず之に入
浴する場合にも利尿作用が著しく大となるもので
ある．
又単純炭酸泉は入浴の際心臓や血管に作用する

ほか，神経系統に対しても相当に作用する．即ち
炭酸泉浴は知覚神経に刺激を与えて 痒感と温感
を与えるがこの作用はことに陰部に対して強度で
ある．それでこの炭酸泉浴は男子の陰萎症や，婦
人の月経障害，例えば無月経や月経困難，不妊症，
或るいは慢性子宮実質炎等に好んで応用される．
又炭酸泉浴は脊髄癆の患者にも好んで応用される
が，之は炭酸ガスの刺激が皮膚の知覚障害に対し
て効果があるほか血液循環を良好にするためであ
る．その他脊髄癆の患者は度々温熱過敏症を訴え
るため，ことに我国の如き高温温泉浴には決して
入浴することができないが，炭酸泉の如き微温温
泉浴には入浴することができるため，之も炭酸泉
の最もよい適応症の一つである．
一般に欧州ことにドイツには多数の炭酸泉が湧

出していて盛んに浴療法や飲用療法が行われてい
る．例えばドイツのナウハイム温泉 Bad Nauheim
やエルスター温泉 Bad Elster，エムス温泉 Bad Ems

ブランバッハ鉱泉 Bad Brambach，フランツェンス
バード Franzensbad等の他ベルギーのスパー Spa
等に於ても大規模の天然炭酸泉浴が行われている．
又欧州では例えばバーデンバイヴィーン Baden bei
Wienやヴィースバーデン Wiesbadenブタペスト
Budapest等の天然に遊離炭酸を殆ど含有しておら
ぬ温泉では之に人工的に炭酸ガスを加えてあたか
も物理的療法に於けると同様にいわゆる人工炭酸
泉（炭酸泡沫浴）künstliche Kohlensäurebäderを
行っている．
しかし我国は天与の温泉国であって国内に約 1

千有余の多数の温泉が湧出しているが，単純炭酸
泉や遊離炭酸を多量に含有している温泉は遺憾な
がら非常に少く，しかもこれらは有馬の炭酸泉や
上州の磯部鉱泉の如く冷泉が多い．又紀州の鮎川
温泉の如きは遊離炭酸がその鉱泉 1 .0 kg中に
2.6882 g存在するアルカリ性炭酸泉であるが，その
温度は摂氏 29度であって温泉学上は温泉に属する
が本邦人の好んで入浴する温泉浴の温度としては
低温に過ぎる．即ち我国の炭酸泉は多くは冷泉で
あるため之を浴用に供するため加温する場合適当
な設備を欠いており又は余り過度に加温するため
鉱泉中に含有せられる炭酸ガスは全く散逸して，
我々が実際入浴する時には浴槽中の鉱泉は炭酸ガ
スを殆ど失っているものが多い．それで我国に於
ける炭酸泉は従来実際に於て炭酸泉浴として治療
上応用されておらないといっても過言ではなく，
炭酸泉浴の施設とその医学的応用は我国に於ては
今後大いに改善を必要とする現状にある．しかし
宮城県鳴子の炭酸泉に於ては微温の天然炭酸泉浴
を実際に行っている．

炭酸泉浴療法の適応症
� 心臓弁膜症，特に僧帽弁膜障害
� 心筋炎
� 心臓神経症
� 神経症の沈欝型
� 脊髄癆
� 貧血症
� 陰萎症
� 慢性婦人科疾患，ことに月経障害，慢性子宮
実質炎

� 不妊症
� 更年期障害

炭酸泉浴治療法の禁忌症
� 心臓機能不全の状態にある心臓疾患には絶対
的禁忌である．

� 神経症即ち神経衰弱症とヒステリー等の興奮

癪�蚤�

三澤敬義
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型も禁忌である．

単純炭酸泉の飲用療法　Innere Anwendung der
einfachen Säuerlinge

単純炭酸泉の如く遊離炭酸の含有量が比較的多
い時にはこの飲用療法の効果は相当著明に現れる．
即ち単純炭酸泉を飲用すると先ず舌の知覚神経と
味覚神経とが刺激されて爽快な清涼味を感ずる．
又単純炭酸泉を飲用すると胃粘膜にも刺激を与

えて胃粘膜の充血を起し胃の血液循環を増大させ
て胃液就中遊離塩酸の分泌を促す作用がある．そ
の他単純炭酸泉の飲用は胃腸の煽動を促すため便
通を促し同時に胃腸の消化作用を助け，食欲を亢
進させる効果もある．
又単純炭酸泉を飲用するとき胃粘膜に対して軽

度の知覚鈍麻作用があることは重曹飲用の場合と
同様である．又胃粘膜は単純炭酸泉の飲用によっ
て血液循環が佳良となり，水分の吸収を促し同時
に鉱泉中に溶解している種々の塩類の吸収をも促
すものである．それで単純炭酸泉の飲用により腎
臓からの水分排泄も著しく増加して即ち利尿作用
が大となる．それで単純炭酸泉を適当に飲用して
利尿作用を起させ生体の組織洗浄を行うことがで
きるため炭酸泉の飲用は生体洗浄剤としても応用
できる．しかもこの単純炭酸泉飲用による利尿作
用は決して大量の塩類を生体に投与することなく
主として炭酸ガスと水とによって利尿が起るもの
で之によって生体の組織洗浄を行うことができる．
しかしこの場合にも単純炭酸泉の 1日の飲用量は
1.5 kgを越してはならない．
単純炭酸泉を飲用すると炭酸ガスの一部は腸管

から排泄され一部は胃からも 気として排出され
る．又炭酸ガスの一部は勿論血液中にも吸収され
るが之は比較的小量であって，この吸収された炭
酸ガスは間もなく呼吸によって排出される．こと
にこの際患者の呼吸数は増加し，呼吸深度も増大
するため炭酸ガスの排出は促進される．しかし多
量の炭酸ガスを含有する鉱泉を飲用すると炭酸ガ
スは血液中に吸収されて度々神経系に作用しあた
かも酒に酔った如き副作用を呈して炭酸泉による
いわゆる鉱泉酩酊 Brunnenrauschが起って来る．
即ち之は酒類を飲用した場合の酩酊感に類似して
いて初め心地よい快感を感じさせるが，間もなく
麻酔作用が現れる．例えば余りに多量の炭酸ガス
が吸収されると患者は酩酊様となり鈍頭痛や眩暈，
耳鳴，心悸亢進，苦悶等を訴え又一過性の紅斑を
起し，時には昏迷状態となることもある．それで

遊離炭酸の含量の余りに多い炭酸泉の飲用は脳充
血の傾向のある患者や興奮し易い心臓疾患の患者
には禁忌である．
本邦でも兵庫県の有馬温泉の炭酸泉と称されて

いる冷泉は遊離炭酸と重炭酸亜酸化鉄とを含有し
ているが以前から飲泉所を設けて飲用に供されて
いる．有馬の炭酸泉は之に砂糖を加えて浴客に飲
用させているが，欧米の炭酸泉は之をそのまま飲
用させている．
その他この単純炭酸泉は一般に清涼飲料水とし

て，又は食卓飲料水 Tafelwasserとして広く飲用に
供されている．例えばドイツに於てはセルテル鉱
泉 Selterswasserやアポリナーリス鉱泉 Apollinaris
等は瓶詰の清涼飲料水として欧州諸国のみならず
世界各国に於て賞用されている．本邦に於ても宮
城県の炭酸泉はユニック炭酸 Unique Tansanと称
して一般に広く発売されている．炭酸泉は種々の
温泉中最も広く又好んで飲用されているものであ
る．しかし我国に於ては一般に単純炭酸泉が少く，
且つその遊離炭酸の含有量も少ないため鉱泉に人
工的に炭酸ガスを飽和させて炭酸鉱泉として発売
しているものも少くない．又この単純炭酸泉は我
国でも欧米でも飲用療法のためその湧出する鉱泉
を瓶詰として各地に輸送するのみで現地に温泉施
設のない鉱泉地も少くない．又我国には遊離炭酸
と共に重曹や食塩，重炭酸カルシウム，重炭酸マ
グネシウム等を含有する炭酸含有アルカリ性食塩
泉なる磯部鉱泉，アルカリ性炭酸泉なる鮎川温泉
等も存在するがその数は決して多くはない．

単純炭酸泉飲用療法の適応症
� 慢性胃カタル，特に胃酸減少症
� 胃弛緩症
� 慢性便秘
� 胃痛，悪心等のある患者
� 腎盂炎
� 膀胱カタル
� 発熱患者に清涼剤として投与する

単純炭酸泉飲用療法の禁忌症
� 胃潰瘍
� 十二指腸潰瘍
� 胃酸過多症
� 下痢患者又は下痢を起し易い患者
� 水分排泄機能障害のある腎臓疾患
� 慢性腹膜炎その他の疾患にて鼓腸のある患者
� 脳充血の傾向ある患者

咬�愛�
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  鉱泉名 府県名 泉　温 固形成分総量    特殊成分 備　考　　　�
倶 知 安 北海道  0.43g 遊離炭酸1.3041
�
遠 刈 田 宮　城 43 ˚–57 ˚ 1.00119–1.0029 〃　 1.4720

月 山 澤 山　形  1.7128 〃　 1.062

塩澤鉱泉 福　島  1.2290 〃　 1.131 �
尾　　澤 群　馬  2.5674 〃　 1.0565

長村鉱泉 長　野  1.4772 〃　 1.0032�
大 鋸 屋 富　山  0.08–0.061 〃　 1.5074–1.8905
�
桃　　原 岐　阜  0.7100 〃　 1.4591�
白　　狐 〃  0.4241 〃　 0.9940

布　　引 兵　庫  0.6420 〃　 0.8382�　�
船 小 屋 福　岡  0.1795 〃　 1.6536

蘇澳冷泉 台　湾 22 ˚ 0.2020 〃　 1.7579　　　　�

クツ　 チ  　ヤン�

オホ　 カ　　ヤ�

ヌノ　　　　ビキ�

　　第4表　本邦に於ける著名な単純炭酸泉�


